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国の 18 歳～39 歳までの現在交際相手のいる未婚
の男女 2,200 名（男女 1,100 名ずつ）を調査対象
として選択しウェブ調査を行った。調査対象者の
平均年齢は，28.39 歳（s.d. 6.22），男性 29.25 歳



























とした。因子行列を Table 1 に示す。
　恋愛問題における追求―後悔尺度の平均値は
33.86（s.d. 12.20）となった。男性のみの平均値
は 34.73（s.d. 11.94），女性のみの平均値は 32.99
（s.d. 12.39）で，男女の得点の差は t（2198）＝3.36, 
p < .01 となり，男性のほうが有意に高かった。
ただし，今回の調査では，男性調査対象者のほう
が女性調査対象者よりも年齢が有意に高かった
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（t（2198）＝－8.09）が示された。
　恋愛における追求―後悔尺度とそれぞれの評定










けて幸福度（高群 4.79, 低群 5.51），交際相手の幸















































































第 2 調査のデータ 600 名（男女 300 人ずつ）を分
析対象とした。平均年齢は 28.92 歳（s.d. 5.82），
男性の平均年齢は 29.75 歳（s.d. 5.92），女性の平





25.48；t（598）＝2.73, p < .01），嫉妬感情は女性の
ほうが男性よりも高かった（男性 32.68 女性
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報告させているそのため，この人数と恋愛関係に
おける追求―後悔尺度との相関を算出した。
??????仮説 1 に関しては，?研究 1】と同
じデータセットを用いて分析を行った。仮説 2 に
関しては第 3 次調査のデータ 1,000 名（男女 500
人ずつ）を分析対象とした。平均年齢は 27.82 歳
（s.d. 6.66），男性の平均年齢は 29.22 歳（s.d. 6.41），




を 算 出 し た。 そ の 結 果， 得 点 が 高 い 群 は，
33.87ヶ月（s.d. 38.9），低い群は 34.35ヶ月（s.d. 
37.3）となった。また，恋愛関係における追求―
後悔尺度の得点と交際月齢の相関係数を算出した












り，モデルも F（3,996）＝80.118 で p < .01 で有意
となった。重回帰分析の結果を Table 4 に示す。
追求―後悔尺度の得点が高いほど交際月齢が短く





（s.d. 4.48），低い群は 3.04 人（s.d. 3.86）となっ
た。また，これらの間の相関を算出したところ，







＝.245 と な り， モ デ ル も F（3,996）＝20.752 で
p < .01 で有意となった。重回帰分析の結果を Ta-
ble 5 に示す。追求―後悔尺度の得点が高いほど
交際人数が多くなる傾向が見られた（標準化β














定数 －26.7 5.03 －5.31 ＊＊
追求―後悔得点 －.132 .064 －.042 －2.07 ＊　
年齢 　1.92 .126 　.313 　15.3 ＊＊
性別 　7.15 1.57 　.094 　4.56 ＊＊




























































定数 －1.06 .831 －1.28 n.s.
追求―後悔得点 　.043 .010 　.128 　4.12 ＊＊
年齢 　.120 .020 　.189 　6.00 ＊＊
性別 －.092 .267 －.011 －.343 n.s.









（** p < .01）














??????第 3 次調査の参加者 1,000 名のうち，
第 2 回の調査にも参加した 317 名のデータを分析
の対象とした。
???2 回の調査における尺度のピアソンの相関















ている。ただし，測定時 1 と測定時 2 のそれぞれ
の群の平均値を比較してみたところ，交際継続群
では，測定時 1 と測定時 2 の間には有意な差（t









































































研究， 79 ⑸, 453-458.
Martz, J. M., Verette, I., Arriage, X. B., Slovik, I., Cox, 
C., & Rusbult, C. E. 1998 Positive illusion in close 
relationships. Personal Relationships, 5, 159-181.
越智啓太（2015）．恋愛の科学　実務教育出版























Pfeiffer, S. M., & Wong, P. T. （1989）. Multidimension-
al jealousy. Journal of Social and Personal Rela-
tionships, 6 ⑵, 181-196.
Schwartz, B., Ward, A., Monterosso, J., Lyubomirsky, 
S., White, K., & Lehman, D. R. （2002）. Maximiz-
ing versus satisficing: happiness is a matter of 
choice. Journal of personality and social psychol-
ogy, 83 ⑸, 1178-1197.
Schwartz, B. （2016）. The paradox of choice: Why 




注 2）　本研究の一部は第 59 回日本社会心理学会（追
手門学院大学）において発表された。
???????????????????????????????????????????
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 This study applied maximization and regret scale of consuming behavior for romantic relation-
ships, and examined its reliability / validity. The results showed that high maximizer and regretter 
tend to feel low happiness on love, be jealous, date with many partners and for only short period. 
Moreover, it was also shown that the score of maximization and regret scale for romantic relation-
ships correlates positively of that for consuming behavior.
Construction of Maximization and Regret Scale in Romantic Relationships
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